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サケ科魚類のアマゴ・サツキマス
では、同種の同集団の中に、一生を川
で過ごす河川残留型のアマゴ（図１
A）と、川から海へ移住して成長し、繁
殖のために川へ戻る降海型のサツキ
マス（図１C）という２つの生き方が
みられます。本種では、生まれた年に
成熟する早熟オスを除いて、1歳にな
る秋に、ある体長（閾値サイズ）より
も大きく成長できた個体がスモルト
化（図１B）して降海型のサツキマスになります。一方、秋までに
あまり成長できなかった個体は、河川で一生を過ごす河川残留
型になります。すなわち、ある個体が降海型になるか、河川残留
型になるかは、生まれた年の秋までにどのくらい成長できるか
に強く影響されます。

アマゴが生息する温帯河川では、春先に多くの水生昆虫が羽
化して森へ飛び出すと、河川内の餌資源量が大きく減少します。
一方、川に隣接する森では、春の展葉を機に陸生昆虫が多く育ま
れます。そうした陸生昆虫は、川に落ちてくると、アマゴの重要
な餌になります。そこで本研究では、森から陸生昆虫が多く供給
されると、（１）生まれてきたアマゴの秋までの成長が促進され、
スモルト化するための閾値サイズを超えやすくなり、（２）サツ
キマス（降海型）になる個体とアマゴ（河川残留型）になる個体
の両方を維持しやすくなるという仮説を検証しました。

和歌山県の有田川流域上流の自然河川（２河川）において、陸
生昆虫（ミールワーム）を自動給餌機（図３）で人為的に供給す
るSubsidy区間と、陸生昆虫を供給しないControl区間を設けま
した。各河川区間には、降海型と河川残留型の両方が出現するこ
とのわかっている2つの養魚場由来のアマゴ稚魚を６月下旬に
放流し、同じ年の10－11月に体長とスモルト化率を調べました。

その結果、Subsidy区間のアマゴ稚魚は、Control区間のアマゴ
稚魚に比べて、日成長率が平均的に高くなっており、高い頻度で
スモルト化になる閾値体サイズを超えていました（図4）。最終
的に、Subsidy区間では、19-55％のメスがスモルト化しました（図
5）。一方で、Control区間では、0-14％のメスしかスモルト化しま
せんでした（図5）。

本研究は、森と川の生態系のつながりが、生物の生き方の多様
性（＝川と海を回遊する移住行動の多様性）を維持することを解
明した研究成果です。地球規模で進行する気候変動や大規模な土
地改変は、生態系のつながりを変容させることで、野生動植物が
本来もつ生き方の多様性を損なわせているのかもしれません。

▲図 3　河川に
配置した自動給
餌機。
実験期間を通し
て、約２週間ごと
に１回、自動給餌
機のメンテナンス
とミールワームの
追加を行った。

─研究ハイライト

生態系の季節的なつながりが生き方の多様性を維持する―森から川に供給される
陸生昆虫がサツキマスを育む―
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京都大学生態学研究センター
・准教授　

専門は個体群生態学・群集生態学・寄生虫学

佐藤 拓哉
さ   とう　 たく  や

▲図 1　河川で一生を過ごすアマゴ (A)、 ス
モルト化した　個体 (B)、および降海して
大きく成長したサツキマス（C）　

上田 るい
うえ  だ

京都大学生態学研究センター
・研究員　

専門は個体群生態学・分子生態学

▲図 2　陸生昆虫が多い・少ない場合の仮説

▲図４．スモルト化の閾値体サイズ（a-c）と各処理区における 10
月の体サイズ組成（d-g）．Hat-T のオスではスモルト化個体が認め
られなかったため、閾値体サイズが示されていない。

[ 注）閾値体サイズ：50％の個体がスモルト化する体サイズ ]

▲図５　処理区と対照区それぞれにおけるスモルト化個体（Smolt）、
河川残留型アマゴ（IM Resident)、および早熟オス（PM）の割合
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国際生物学コースについて
昨年度は、国際生物学コース（DIWPA International 

Field Biology Course。以下、IFBC）を、2022年11月
18日から23日にかけて、小笠原で開催しました。当
時はまだ、COVID-19 の蔓延が懸念されていたので、
日本に１か月以上滞在している若手研究者対象に募
集をかけ、国内の大学に所属する大学院生であるフィ
リピンからの留学生１名に対して実施しました。

そして今年度の IFBC は、琵琶湖での開催となりま
す。今年度はすでに COVID-19の課題は無いものと
考え、海外からの参加者を募集しています（2023年
5月23日現在）。また、本 IFBC は京都大学理学部の

「陸水生態学実習 I」、および京都大学生態学研究セン
ターの共同利用・共同研究拠点事業「若手研究者の
ための夏季観測プログラム in 琵琶湖」との合同開催
です。本邦最大の淡水湖である琵琶湖を対象として、
陸水生態学の基礎概念や大型湖沼の野外調査の手法
について総合的に習得します。実習は、観測船「はす」
による環境計測や各種生物試料採集・同定、琵琶湖沖
島における投網による魚類採取を行い、湖沼の環境
構造の複雑性や生物多様性について体験的に学習す
ることを目的としています。さらに、調査データの
解析や成果発表会を通じて、琵琶湖が直面している
環境問題や生態系を維持する仕組みについての理解
を深めていただきます。

東アジア生態系学会連合の学術大会
について

2023年7月17日から20日にかけて、韓国・済州島
で東アジア生態系学会連合（EAFES）の第10回大会
が開催されます。大会は、対面形式で開催されます。
EAFES は、東アジアの生態科学を推進するために、
中国、韓国、日本の生態系学会が共同で連合を設立し
た組織です。3つの生態学会が持ち回りで、2年に1
回、学術大会（EAFES Congress）を開催しています。
EAFES は、英語を母国語としていない国や地域から
の参加者が多く、また日本にとって近い関係である
韓国や中国からの参加者が優占的であり、比較的若
手の研究者を中心とした気軽で楽しい学術大会です。
前回は、中国生態学会（ESC）が主催し、中国北部の
内モンゴルの首都フフホトで第9回大会が開催され、
大きな成功を収めました。ESC のウェブサイトによ
ると、第9回 EAFES には9カ国（中国、韓国、日本、モ
ンゴル、フランス、パキスタン、ロシア、スリランカ、
タイ）から450名の参加登録があり、会場とオンライ
ンの両方に参加しました。演題数は249（中国150、
外国99）、8つのセッションを中心に口頭発表136（中
国84、外国52）、ポスター82（中国42、外国40）でし
た。私の印象では、第9回 EAFES の発表は、ポスドク
や大学院生などの若手研究者が中心で、どの発表も

とても素晴らしく、印象的で
し た。EAFES は 生態学 の 幅
広いトピックをカバーして
おり、生態学、生物多様性、保
全、環境科学に興味のある人
なら、みなさま参加できると
思います。第10回 EAFES 済
州島大会について、もっとお
知りになりたい方は、以下の
ウェブサイトをご覧くださ
い。日本生態学会 の EAFES
事務局長 と し て、皆様 の 第
10回 EAFES へのご参加を心
よりお待ちしております！

▲写真２　EAFES 済州島大会のウェブサイト：
 https://www.eafes2023.or.kr/kor/index.php

京都大学　
生態学研究センター

教授

中野 伸一
 なか  の     しん いち

▲写真１　調査船「はす」から琵琶湖大橋を望む

第33回　DIWPA だより



FD・SD 研修を受講してきました

生態研オープンキャンパス 2023
を開催しました

22 ─その他のお知らせ

学生総合支援機構・学生相談部門（ 学生相談 セ ン タ ー）の 杉原先生 に ご 相談 さ せ て い た だ き、人権
委員会 の 活動 の 一環 と し て、2023年1月31日 に 委員全員 で FD（Faculty Development）・SD（Staff 
Development）研修を受けさせていただきました。2名のアシスタントの方も交えて90分間、ハラスメ
ントに関する講義だけでなくロールプレイによる模擬相談も実施させていただきました。大変念入りに
ご準備いただいたロールプレイの中で実際に窓口対応をやってみることで大変気づきが多く、相談窓口
委員として思考に多様性を持ちながら、相手を見つつ、柔軟に対応して行くのが大変重要だと、そして難
しいことであると感じました。大変具体的かつ有意義な研修をご準備いただいた杉原先生・2名のカウ
ンセラーの皆様に感謝申し上げます。

京都大学
生態学研究センター

教授

木庭 啓介
 こ　 ば　 けい すけ

生態研での生態学の専門教育や研究を考えている方（主に学部生）を対象として、例年3月下旬～4月
上旬におこなっているオープンキャンパスを今年は3月30日（木）に開催しました。コロナで中止となっ
た2020年、オンラインで開催した2021年・2022年を経て、実に3年ぶりの生態研瀬田キャンパスでの
現地開催（オンライン参加も併用）でした。当初、現地参加される方がいないのではと心配でしたが、11
名（うち4名はオンライン参加）の方に参加していただきました。

午前中（第1部）は、生態研の紹介（中野センター長）、大学院入試の説明（分科長）のあと、教員が各研
究室の研究教育内容を説明しました。昼休みには、大学院生の皆さんに、教員抜きで参加者と自由に話し
ながら、生態研での研究生活の紹介をしてもらいました。午後（第2部）は、希望者ごとに各教員との個
別面談をおこなって終了しました。今回は、生態科学Ⅲの教員（犬山キャンパス）と遠隔地の参加希望者
も参加できるように現地とオンライン併用の開催を試みましたが、内心不安でした。しかし、専任職員の
方が周到な準備をおこなってくれたことでトラブ
ルもなく無事開催できました。終了後の現地参加者
の方のアンケート結果を見ると、今回も、院生の皆
さんと話す機会があってよかった！との意見が目
に付きました。実施にご協力いただいた皆さん、本
当にありがとうございました。今回の開催でただひ
とつ心残りだったのは、キャンパスの施設見学を楽
しんでもらう時間的・心理的な余裕がなかったこと
です。来年の課題となりました。

京都大学
生態学研究センター

准教授

谷内 茂雄
 や　 ち　 しげ   お

人権
委員会の活動報告



花咲き実結ぶ東南アジア熱帯雨林
– 一斉開花結実をめぐる植物と動物の謎に迫る –

◆プログラム◆

13:30-13:35　　センター長あいさつ
13:35-13:40　　趣旨説明
13:40-14:20　　「熱帯雨林の大イベント・一斉開花と植物の戦略」
　　　　　　　　竹内やよい(国立環境研究所　生物多様性領域)
14:20-15:00　　「東南アジアの一斉開花と昆虫：フタバガキ科植物と種子食昆虫の相互作用」 
　　　　　　　　　保坂哲朗(広島大学　先進理工系科学研究科)
15:00-15:05　　休憩
15:05-15:45　　「東南アジア熱帯雨林での一斉結実に対する大型動物の反応」
　　　　　　　　半谷吾郎(京都大学生態学研究センター)
15:45-16:00　　全体質疑
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東南アジア熱帯では、日本のようなはっきりした
季節のある場所とは異なり、気温も雨量も目立った
季節変化は見られません。しかし、マレー半島やボル
ネオ島に広がる低地フタバガキ林と呼ばれる森林で
は、数年に一度、予測できない間隔で、多くの樹種が
一斉に開花し、その後結実する現象が見られます。ふ
だんは静かな森で、花が咲き実ができると、それを食
べに、昆虫からオランウータンまで、多くの動物がやっ
てきて、植物との間で、興味深いさまざまなやり取り
が繰り広げられます。

この講演会では、ボルネオとマレー半島の熱帯雨
林で、植物、昆虫、哺乳類の研究を行っている研究者
3人が、それぞれの調査地で観察した、陸上生態系で
もっとも樹木の多様性の高い森林での、一斉開花結
実をめぐる、植物と動物の種間関係について紹介し
ました。

竹内さんは、ボルネオ島、マレーシア・サラワク州
のランビルの熱帯雨林で、1993年から精力的に行わ
れてきた一斉開花結実現象の研究について紹介しま
した。一斉開花を引き起こす要因や開花現象が進化
してきた理由について、主に植物側からの視点で論じ、

一斉開花のような特有の現象をもつ豊かな熱帯林と
地域の人々との関係性についてもお話しされました。
続く保坂さんは、主にマレー半島のパソでの種子食
昆虫の研究をもとに、東南アジア熱帯雨林の一斉開
花はなぜ進化したのかを、植物が長い間種子をつく
らないことで資源を蓄えつつ、種子食動物の個体数
を減らしておき、突然一斉に動物が食べきれないほ
どたくさんの種子をつくることで、生き残る種子の
割合を増やしているという、「種子食者飽食仮説」を
もとにして説明しました。最後に半谷は、一斉結実に
よって、果実食性の霊長類などの大型動物が食性を
変化させること、一斉結実が起こっている場所に、オ
ランウータンとヒゲイノシシなどの特定の動物が一
時的に移住してくることなどを紹介しました。

過去2回の公開講演会は、新型コロナウイルス感染
症のために、オンラインでの開催を余儀なくされま
したが、今回は3年ぶりに対面での開催となり、小学
生から年配の方まで、センター構成員も含めて54名
の方に参加していただきました。最後の総合討論で
は、参加者の方からたくさんの質問をいただき、活発
な議論を行うことができました。

その他のお知らせ─

京都大学
生態学研究センター

准教授

半谷 吾郎
 はん  や　   ご  ろう

第 1
4回
　京都

大学生態
学研究センター　シリーズ公開講演会

▲たくさんのご参加、ありがとうございました。
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2022年度　生態研セミナー開催報告
◉毎月第3金曜日（3月・8月は除く）に、センター外の方々も自由に参加できるセミナーを開催しています。本セミナーは生態学
研究センターにて開催し、会場への直接参加による視聴と合わせて、講師の同意が得られる場合にはWeb上 でもセミナーのリア
ルタイム配信を行なっています。2022年度は COVID-19 の影響により会場で講演を行うことは中止し、Zoom を用いたオン
ラインセミナーとしてのみ計13回開催しました。これについてもWeb配信に準じて扱い、講師の同意が得られた場合には外部
に公開しました。

開催日 タ 　 イ 　 ト 　 ル 講 演 者 所 　 属
第 334 回 4月22日 ユーラシア大陸の温帯に広域分布するアブラナ科植物ジャニン

ジンを対象にした分子系統地理・適応進化研究
岩崎 貴也 お茶の水女子大学 基幹研究院自然科学系

ツツジ科イチヤクソウ亜科で生じた菌従属栄養進化からわかった
こと・まだわかっていないこと

首藤 光太郎 北海道大学総合博物館

第 335 回 5月20日 雄性両全性同株ケツユクサにおける個花の環境応答型性決定と
その適応的意義

宮崎 祐子 岡山大学学術研究院環境生命科学学域

資源動態アプローチによる林木結実豊凶現象の解明 韓 慶民 森林総合研究所植物生態研究領域

第 336 回 6月24日 分子サイズを鍵にして水圏溶存有機物の動態と物質循環的役割
を再考する

山口 保彦 滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

南極湖沼における溶存有機物の分子組成の規定要因 木田 森丸 神戸大学大学院農学研究科

第 337 回 7月15日 ビジネスと生物多様性・自然資本の国際動向 藤田 香 東北大学大学院生命科学研究科

サプライチェーンを通じた生物多様性の損失の推定 金本 圭一朗 総合地球環境学研究所/東北大学

スペシャル 7月29日 Nutrient limitation of benthic primary production in rivers: 
a comparison between Japan and the Pacific Northwest of 
the US

Christine L. 
Weilhoefer

Departments of Biology & Environmental 
Studies, University of Portland/Visiting 
Associate Professor, Center for 
Ecological Research, Kyoto University

Overview and finding unique characteristics of various 
tropical lakes in Indonesia

Luki Subehi Research Center for Limnology and 
Water Resources, National Research 
and Innovation Agency (BRIN) – 
Indonesia

スペシャル 9月15日 Nutrient dynamics: perspectives from microcosm 
experiments to large-scale surveys and global syntheses

A n g é l i c a 
González

Department of Biology & Center for 
Computational and Integrative Biology, 
Rutgers University / Visiting Associate 
Professor, Center for Ecological 
Research, Kyoto University

New index of functional specificity to predict the 
redundancy of ecosystem functions in microbial 
communities

Wan-Hsuan 
Cheng

Taiwan International Graduate Program 
(TIGP)–Earth System Science Program, 
Academia Sinica, Taipei, Taiwan / Visiting 
Scholar at Ryukoku University

第 338 回 9月16日 コケへのカモフラージュにおける昆虫のクチクラの機能 今田 弓女 愛媛大学大学院理工学研究科

蝶の擬態の遺伝基盤・系統進化・群集生態 鈴木誉保 東京大学 大学院新領域創成科学研究科

スペシャル 10月3日 Fast and accurate population admixture inference from 
genotype data from a few microsatellites to millions of 
SNPs

J i n l i a n g 
Wang

Institute of Zoology, Zoological Society 
of London, England

第 339 回 10月21日 病気を起こさないウイルスは植物に何をもたらすのか? 高橋 英樹 東北大学大学院農学研究科

キュウリモザイクウイルスのYサテライトRNAの生き残り戦略 増田 税 北海道大学大学院農学研究院

第 340 回 11月18日 個体成長の観点を相利共生に取り入れる：実証的証拠と理論モ
デルのレビュー

仲澤 剛史 國立成功大學生命科學系

自然界・人間社会において樹木個体の存続と成長がもたらす影
響

中臺亮介 国立環境研究所 生物多様性領域

第 341 回 12月16日 生態的並行種分化のゲノミクス：クロテンフユシャクで生じた
異時的種分化

山本 哲史 農研機構 農業環境研究部門

雑種の新奇形質が生み出す、ちょっと不思議な集団遺伝構造 野村 康之 龍谷大学 食と農の総合研究所

第 342 回 1月20日 土壌動物群集を紐解く試み：食物とハビタットを兼ねるリター
の形質評価から

藤井 佐織 国立研究開発法人森林研究・整備機構 森
林総合研究所

寄生蜂の無性生殖は進化的な袋小路なのか？ 前藤 薫 神戸大学大学院農学研究科

第 343 回 2月17日 鰭脚類：海と陸に生きる動物の生態と行動 三谷 曜子 京都大学野生動物研究センター

動物たちのストレスを糞中ホルモンから評価する－希少ネコ科
動物編－

木下 こづえ 京都大学野生動物研究センター

日付 学校名 内容 担当・講演者 開催場所
11 月 4 日 滋賀県立膳所高校 葉の香りは自然の中でどのような役割をはたしているのだろう？ 髙林 滋賀県立膳所高校

2022年度　中学生、高校生等対象の研修・講習会の報告
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京都大学生態学研究センター
  運営委員会（第 75 回）議事要旨

日　時：　令和 5 年３月 7 日（木）13：30 ～ 14：25
場　所：　zoom によるオンライン
出席者：　運営委員 25 名
○出席者は２５名であり、過半数の１６名を超えており、会議成立が報
告された。
○前回（第７４回（令和４年３月１０日開催））運営委員会議事要旨につ
いて、メール審議により承認されているが、確認された。

（報　告）
１.運営委員会委員について

中野センター長から、資料１に基づき、令和５年度以降変更のある運
営委員について、報告された。

２.新規教員の所属について
中野センター長から、旧霊長類研究所の改組に伴い、半谷吾郎准教授、

田中洋之助教が令和４年４月１日付で生態研教員として学内転籍され
た旨説明された。当教員２名については、センターにて「生態科学III」と
して引き続き大学院理学研究科の協力講座教員となり、理学研究科にお
ける位置づけは霊長類学・野生動物系の教員となる旨報告された。

３.分野の改組について
中野センターから、外部評価委員のコメントを受けて、部局判断で可

能な小規模改組を行い、従来の６分野から生物多様性生態学分野、環境
生態学分野、理論生態学分野、分子生態学分野の４分野とした旨報告さ
れた。

４.植物生態学の教授人事選考について
中野センター長から、令和５年３月１日付で山尾僚氏を採用した旨報

告された。

５.若手重点戦略人事について
中野センター長から、本学が実施する若手重点戦略助教の定員を獲得、

女性限定の公募を行い、現在人事選考中である旨報告された。

６.DIWPA の 国際生物学 コ ー ス（DIWPA International Field Biology 
Course）について

中野センター長から、令和４年１１月１８日から２３日まで小笠原に
て開催した旨が報告された。

７.センター一般公開について
酒井運営委員から、資料２に基づき、センター一般公開が本学隔地の

センター・附置研究所が一般市民向けに公開する京大ウイークスの一環
として、令和４年１１月５日にコロナ禍を考慮し４２人に限定して実施
され、好評であったことが報告された。

８.公開講座「花咲き実結ぶ東南アジア熱帯雨林–一斉開花結実をめぐる
植物と動物の謎に迫る–」について

中野センター長から、資料３に基づき、今年度は植物、昆虫、哺乳類に
関する研究者３名をお招きし、「花咲き実結ぶ東南アジア熱帯雨林–一斉
開花結実をめぐる植物と動物の謎に迫る–」と題して、講演会を２月５日
に実施したことが報告された。

９.日本学術会議による「未来の学術振興構想」申請について
中野センター長から、資料４に基づき、日本学術会議からの要請を受け、

JaLTERと共同で「未来の学術振興構想」を作成、申請を行った旨報告さ
れた。

10.国立大学附置研究所・センター会議について
中野センター長から、資料５に基づき、令和４年度国立大学附置研・セ

ンター会議会長を当センターが務めたこと、また、「我が国の研究力向上
に関するステイトメント」について、 国立大学附置研究所・センター会議
会長と国立大学共同利用・共同研究拠点協議会会長との連名で文部科学
省へ提出した旨報告された。

11.令和４年度　外部資金の受入れについて
中野センター長から、資料６に基づき、科学研究費補助金以外に受入

れた外部資金について報告された。

12.令和４年度　職員の兼業について
中野センター長から、資料７に基づき、今年度承認された兼業につい

て報告された。

13.令和４～５年度　研究生受入れについて
中野センター長から、資料８に基づき、今年度から来年度受入れる研

究生について報告された。

14.令和５年度　外国人共同研究者の受入れについて
中野センター長から、資料９に基づき、今年度採択された協力研究員

について報告された。

15.令和５年度　学振特別研究員（新規・継続）の受入れについて
中野センター長から、資料１０に基づき、次年度に受入れる学振特別

研究員について報告された。

16.その他
１）次期センター長について

中野センター長から、３月で任期を迎えるため、今年１月２０日の協
議員会において投票を実施し、再選された旨報告があった。

また、中野センター長から、副センター長に関する申合せにより、副セ
ンター長はセンター長が指名し、協議員会と運営委員会で承認を得るこ
ととされており、木庭啓介教授を副センター長として指名する旨の説明
があり、審議の結果、承認された。

２）受賞について
中野センター長から、当センターを退職された髙林名誉教授が

２０２３年度日本農学賞／読売農学賞に受賞された旨報告された
３）女性教員の公募について

木庭委員から、現在、若手重点戦略定員として女性限定の助教公募、辞
職する酒井教授の後任についても女性研究者限定の公募を予定してい
る旨報告された。

４）当センター運営にかかるご意見について
・村岡委員から、DIWPAと始めとする国際交流、国際連携をどのよう

に進めていくか、また、澤山委員から、センターの研究活動を推進してい
く方向性について質問があり、中野センター長から、当センターが国内
の研究者他、他国の研究者とも交流を深め、最先端の日本の科学を巻き
込んで、科学の発展に貢献する活動が認められたことが、2015年に当セ
ンターの設置時限が撤廃された理由であると説明され、各教員がレベル
の高い研究することは前提として、今後も国際交流、国際貢献について
取り組んでいく旨発言された。

京都大学生態学研究センター
共同利用運営委員会（第 33 回）議事要旨

日　時：　令和 5 年３月 7 日（火）14：25 ～ 14：50
場　所：　zoom によるオンライン
出席者：　共同利用運営委員 17 名、陪席 1 名

◯出席者は１７名であり、過半数の１３名を超えており、会議成立が報
告された。
○中野センター長が陪席することについて諮り、了承された。
○共同利用運営委員会（第３１回（令和４年３月１０日開催））議事要旨、
共同利用運営委員会（第３２回（令和４年１０月２５日開催））メール会
議議事要旨（案）について、確認があり、承認された。

（議　題）
１.共同利用運営委員会委員について

木庭委員長から、資料１に基づき、令和５年度以降変更のある運営
委員について、報告された。

２.令和５年度共同研究・研究集会・ワークショップの採択について
木庭委員長から、資料２に基づき、次年度の京都大学生態学研究セン

ター全国共同利用共同拠点における共同研究・研究集会・ワークショッ
プの公募に対し、共同研究ａ９件、ワークショップ３件、研究集会に１
件の申請があり、専門委員会による審査の経過、公募として使用する
予算配分を350万円する等説明があり、審議の結果、採択案は承認さ
れた。

（報　告）
１.令和４年度共同利用採択リストについて

木庭委員長から、資料３に基づき、令和４年度に共同利用として採
択された実績について、報告された。

２.共同利用設備別利用推移について
木庭委員長から、資料４に基づき、令和４年度に共同利用設備の利

用推移について、報告された。

３.その他
１）当センターの共同利用・共同研究拠点の運営について、ご意見をいた
だいた。

・山尾委員から、シンバイオトロンの共同利用について質問があり、
木庭委員長から、シンバイオトロンは植物培養、有機化合物測定等で
使用している旨説明された。あわせて、共同利用共同研究については
時間、労力、予算がかかるが、当センターが個人の研究や周りのコミュ
ニティを含めた研究、更に一歩二歩進んだ先の研究をも繋いでいく生
態学のハブとなれるよう、今後相談しながら進めていきたいと発言さ
れた。

その他のお知らせ─



◆髙林純示名誉教授が２０２３年度日本農学賞・読売農学賞を受賞しました
「植物揮発性物質が媒介する生物間コミュニケーションに関する基礎・応用研究」

【受賞内容】
植物は害虫の食害を受けると、食害誘導性揮発性物質（Herbivory-Induced Plant Volatiles: HIPVs）を生産し、害虫の天敵
である寄生蜂等を誘引し防衛する。受賞者は、HIPVsの天敵誘引情報としての特異性に関する基礎研究を行ってきた。そ
れと並行して、HIPVsを利活用する応用研究も実施し、合成HIPVsをアブラナ科作物栽培雨よけハウスに設置することで、
重要害虫コナガの発生制御が可能であることを示した。HIPVsによる天敵誘引現象だけでなく、受賞者は、植物間コミュニケーション（隣
接する被害植物からのHIPVsを受容した健全植物が様々な誘導防衛反応を示す現象）を発見し、基礎・応用研究を展開してきた。植物に
よる揮発性物質の受容機構に関する基礎研究では、大気中の青葉アルコールを取り込んで配糖体化する現象をトマト株で発見し、配糖体化
に関わる酵素も同定している。応用面では、切断した雑草が放出する揮発性成分を生育初期の作物に暴露（植物間コミュニケーションの模擬）
することによって、食害量が減少し収穫量が向上することを示した。これら応用研究は、持続的な農業生産に貢献する成果である。
【受賞コメント】
植物揮発性物質が媒介する生物間コミュニケーションに関する基礎・応用研究は、多くの国内外の研究者との共同研究の賜物です。こ
の場を借りて御礼申し上げます。

受賞のお知らせ
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2023年度 運営委員・共同利用運営委員名簿
運営委員

 氏 　名 所 　属 任 　期
議長
中野 伸一 生態学研究センター長 2022.4.1～2024.3.31

第1号委員
木庭 啓介 生態学研究センター・教授 2022.4.1～2024.3.31

山内 淳 〃 〃

工藤 洋 〃 〃

石田 厚 〃 〃

山尾 僚 〃 2023.3.1～2024.3.31

谷内 茂雄 生態学研究センター・准教授 2022.4.1～2024.3.31

東樹 宏和 〃 〃　

本庄 三恵 〃 〃

佐藤 拓哉 〃 〃

半谷 吾郎 〃 〃

田中 洋之 生態学研究センター・助教 〃

第2号委員
田中 耕一郎 京都大学大学院理学研究科長　　　　　　 2023.4.1～2025.3.31

澤山 茂樹 京都大学大学院農学研究科長 2022.4.1～2024.3.31

浅野 耕太 京都大学大学院人間・環境学研究科長 〃

山本 衛 京都大学生存圏研究所長 〃

三重野 文晴 京都大学東南アジア地域研究研究所長 〃

伊谷 原一 京都大学野生動物研究センター長 〃

第3号委員
内海 俊介 北海道大学大学院地球環境科学研究院・教授 2022.4.1～2024.3.31

占部 城太郎 東北大学大学院生命科学研究科・教授 〃

永田 俊 東京大学大気海洋研究所・教授 〃

宮下 直 東京大学大学院農学生命科学研究科・教授 〃

可知 直毅 東京都立大学・学長特任補佐 2023.4.1～2025.3.31

鏡味 麻衣子 横浜国立大学大学院環境情報研究院・教授 2022.4.1～2024.3.31

村岡 裕由 岐阜大学流域圏科学研究センター・教授 〃

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 〃

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・教授 〃

巌佐 庸 九州大学・名誉教授 〃

佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 〃

共同利用運営委員
 氏 　名 所　 属 任 　期

第1号委員
木 庭 啓 介

（☆） 生態学研究センター・教授 2022.4.1～2024.3.31

山内 淳 〃 〃

工藤 洋 〃 〃

石田 厚 〃 〃

山尾 僚 〃 2023.3.1～2024.3.31

第2号委員
田中 耕一郎 京都大学大学院理学研究科長　　　　　　 2023.4.1～2025.3.31

澤山 茂樹 京都大学大学院農学研究科長 2022.4.1～2024.3.31

浅野 耕太 京都大学大学院人間・環境学研究科長 〃

山本 衛 京都大学生存圏研究所長 〃

三重野 文晴 京都大学東南アジア地域研究研究所長 〃

伊谷 原一 京都大学野生動物研究センター長 〃

第3号委員
内海 俊介 北海道大学大学院地球環境科学研究院・教授 2022.4.1～2024.3.31

占部 城太郎 東北大学大学院生命科学研究科・教授 〃

永田 俊 東京大学大気海洋研究所・教授 〃

宮下 直 東京大学大学院農学生命科学研究科・教授 〃

可知 直毅 東京都立大学・学長特任補佐 2023.4.1～2025.3.31

鏡味 麻衣子 横浜国立大学大学院環境情報研究院・教授 2022.4.1～2024.3.31

村岡 裕由 岐阜大学流域圏科学研究センター・教授 〃

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 〃

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・教授 〃

巌佐 庸 九州大学・名誉教授 〃

佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 〃

☆議長



◆博士後期課程 1年景山拓矢が、第 70 回日本生態学会大会動物群集部門 ポスター優秀賞を
受賞しました。
「土壌生態系における微生物群集の相互作用ネットワーク動態～土壌生物群集の季節性と安定性～」

【受賞内容】
土壌生態系には細菌、真菌、線虫、ミミズといった多様な生物が生息しています。それらの生物は土壌という環境の中で気温や降水
量といった環境の影響を受けています。日本のような季節性がある地域では、これらの生物が季節的な変動を示すことが示唆されてき
ましたが、その詳細な動態は不明でした。本研究は、120日間に渡り農業土壌の生物群集を追跡することで、真菌が高い季節性を示す
こと、そして Bradyrhizobiumや Nigrosporaといった生物群が安定して存続することを明らかにしました。この結果は、個々の生物が示す
環境への応答性の違いと土壌生態系の機能維持の関連について、新たな疑問を呈示することになりました。
【受賞コメント】
土壌生態系は地球の機能や人間社会が享受している生態系サービスの基盤となります。そのため、ブラックボックス生態系と
呼ばれる土壌生態系の更なる理解が必要だと感じています。

◆博士後期課程 2年大坪雅が、2nd Plant Microbiota Research Network (PMRN) 2022 Best 
Poster Award（※ 1）、第 70 回日本生態学会大会植物生理生態部門 ポスター最優秀賞（※２）
を受賞しました。
「Effects of Turnip mosaic virus infection on preference of aphids in Arabidopsis halleri in a natural environment」（※１）
「カブモザイクウイルスが植物―アブラムシ相互作用に与える影響と介在遺伝子の探索」（※２）

【受賞内容】
自然環境下におけるウイルスと植物、ベクター（ウイルスを伝播する昆虫アブラムシ）の三者の相互作用の研
究でポスター賞を頂きました。
これまでの研究は、植物に甚大な被害を及ぼすウイルスを中心に農学分野で進んでおり、ウイルスは植物の性
質やベクターの行動を感染が拡大する方向に変化させるという報告が多くあります。しかし、自然環境下ではウ
イルス‐植物‐ベクターの共存が成り立っており、上記とは異なる関係があるのではないかと考え、自然環境
下で三者の共存が持続するメカニズムの解明を目指し研究を進めています。
今回の研究では、自然環境下においてカブモザイクウイルスに感染したハクサンハタザオ上でアブラムシ数が
少ないことが明らかになりました。さらに、それはアブラムシの感染植物に対する嗜好性の変化ではなく、感染
株上における産子数の減少が原因であることを室内実験で示しました。現在、産子数が減少するメカニズムを明
らかにするため、植物のトランスクリプトーム解析により三者の相互作用に重要な遺伝子の探索を行っています。

【受賞コメント】
生態学研究センターで多くの研究者の方と議論し、知識と技術を習得しながら進めた研究で２つの賞をいただくことができました。
これからも自然環境下のウイルスの不思議について明らかにしていきます。
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2023年度 協力研究員名簿
氏　名 所　属　等 課　　題　　名

野崎 健太郎 椙山女学園大学　教育学部・准教授
1. 陸水環境を用いた科学教材の開発と教育実践
2. 無機酸性河川における溶存無機態炭素の重要性
3. 接合藻アオミドロ（Spirogyra）属の形態分類

森 豊彦 人と自然の共生ネット・会長 生態学的手法による地域活性化
岡崎 友輔 京都大学　化学研究所　化学生命科学研究領域・助教 環境ゲノム解析を活用した琵琶湖微生物生態系の研究
陀安 一郎 総合地球環境学研究所　研究基盤国際センター・教授 各種安定同位体比を用いた生態系解析
源 利文 神戸大学大学院　人間発達環境学研究科・教授 環境 DNA を用いた淡水域における生物相モニタリング法の開発とその応用
由水 千景 総合地球環境学研究所　研究基盤国際センター・研究員 安定同位体比を用いた水域の物質循環研究
原口 昭 北九州市立大学　国際環境工学部・教授 泥炭形成植物の一次生産機能の解析

今井 一郎 滋賀県立琵琶湖博物館・特別研究員 / 
北海道大学・名誉教授

1. 植物プランクトンの生理・生態・生活環
2. 有害有毒赤潮の発生機構・発生予知・発生予防と駆除
3. アオコの微生物学的防除および発生予防

荒木 希和子 滋賀県立大学　環境科学部・講師 クローン性植物における分子生態学的研究
亀田 佳代子 滋賀県立琵琶湖博物館・上席総括学芸員 生態系における鳥類の機能および鳥類と人との歴史的関わりの解明

髙野 宏平 長野県環境保全研究所・自然環境部・研究員 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野県
の希少野生動植物の保全

武田 和也 龍谷大学・農学部・博士研究員 花上微生物叢の時空間変動性の検証
成田 哲也 琵琶湖の底生動物の長期的変遷

宇野 裕美
北海道大学地球環境科学研究院　日本学術振興会　
特別研究員（CPD）、Visiting Scholar, Department of 
Geosciences, Colorado State University

河川生態系の時空間動態

奥田 昇 神戸大学　内海域環境教育研究センター・教授 琵琶湖流域の生物多様性と生態系機能に関する研究
風間 健宏 神戸大学大学院　人間発達環境学研究科・学術研究員 琵琶湖の植物プランクトンの光合成特性に関する研究
小沢 晴司 宮城大学　事業構想学群・教授 地域景観の魅力再発見と災害からの再生
酒井 章子 香港バプテスト大学社会学部地理学科・准教授 植物の繁殖をめぐる植物―昆虫―微生物相互作用

その他のお知らせ─



博士

HE, Tianmeng
The digesta particle size of Japanese macaques in Yakushima:  
Variation, determinants and its potential inf luence on digestion

（屋久島におけるニホンザルの消化物粒子径：　変動パターン、決定要因および消化への潜在的影響）
DEB, Soumya C e l l  S i z e  r e d u c t i o n  a n d  r e s t o r a t i o n  o f  s e a s o n a l l y  d o m i n a n t  d i a t o m s  i n  L a k e  B i w a               

（琵琶湖において優占する浮遊性珪藻類の細胞サイズの縮小と回復）
蒋 梦琦 C h a n g e s  i n  r e l a t i v e  n i t r o g e n : p h o s p h o r u s  r e q u i r e m e n t s  f o r 　 p h y t o p l a n k t o n 

g r o w t h  w i t h  a b s o l u t e  n u t r i e n t  l e v e l s  a n d  t h e i r  m a c r o m o l e c u l a r  b a s i s
（植物プランクトンの増殖に必要な窒素とリンの相対要求量に対する栄養塩レベルの影響）

修士

景山 拓矢 土壌生物多様性の検出と土壌生物群集の時間動態に関する研究

野口 幹仁 森林地下部における根部共生真菌の分布特性とそれに対する生物的・非生物的要因の影響

服部 美樹 魚排泄アンモニウムイオンの同位体比測定による排泄窒素 14N濃縮仮説の検証

松浦 暖 群集レベルにおける昆虫共生細菌叢の網羅的解析

由井 直生 多様な河川景観内におけるイワナの成長とその要因

小茂尻 真凛 花上微生物叢が種子内微生物叢に与える影響 -野生植物アカメガシワを用いた接種実験による検討 -
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新型コロナウィルス関連の各種の規制が解除され、今年度は久しぶ
りに生態学研究センターに所属する数十名の研究者が一同に会する大
学院生の研究計画発表会が開催されました。2日かけて約30名の大学
院生が口頭・ポスター発表を通じて今年度の研究計画をプレゼンし、質
疑応答では熱い議論が交わされました。科学にはface to faceの議論
での熱気が必要だと改めて感じました。

─その他のお知らせ

表 紙について 　 　 　 　 　 　 　 　

編集後記
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生態学や生態学研究センターの研究を紹介するイベントとして、オ
ープンキャンパス 2023 を 3 月 30 日を、ビデオ会議システムを使用
したネット配信と現地開催のハイブリッド形式で開催した。また、理
学研究科生物科学専攻と共同で生物系合同入試説明会を 4 月 22 日に
開催した。

a)　九重の山をピンクに染めるミヤマキリシマ（関亜希子）
b)　シロツメクサの蜜を吸うハナバチ（山尾僚）
c)　久住山に咲くイワカガミとマイヅルソウ（関亜希子）

大学院進学のためのイベント

● 研究員の MARRE, Maxime が2月28日付で退職しました。

● 山尾僚が3月1日付で教授として着任しました。

● 酒井章子教授が3月31日付で退職しました。
● 研究員の柴田あかりが3月31日付で退職しました。
● 研究員の清水華子が4月1日付で特定研究員として採用され

ました。
● 守屋健太・吉田直史が4月1日付で特定研究員として採用され

ました。
● 上田るい・蒋夢奇が4月1日付で研究員として採用されました。

センター員の異動

生物多様性・生態系研究基金へのご寄付

2023 年 3 月、マイルド産業株式会社
様より生物多様性・生態系研究基金（※）
へご寄付をいただきました。今後、当セ
ンターの研究活動に役立ててまいります。

※生物多様性・生態系研究基金は、京都大
学基金の中の生態学研究センターが設置
したプロジェクト支援基金です。法人税法、
所得税法による税制上の優遇措置が受け
られます。詳細は
https://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/
contribution/biodiversity/
をご覧ください。

招へい研究員・外国人共同研究者の紹介

MARTINEZ-NUNEZ Carlos
アグロスコープ・博士研究員
期間：2022年4月8日～2022年8月7日
研究テーマ：植物ー送粉者ネットワークにおける時間的安定
性に寄与するプロセスの解明

GRUMBACH, Janna Carolin 
オスナブリュック大学・博士後期課程
期間：2022年7月3日～2022年9月29日
研究テーマ：SDGs実現に向けた人間活動と生態系の相互作
用に関する理論的研究

MILLER, Evan Arlen Sherman
テキサス大学　サン・アントニオ校・博士課程学生
期間：2022年6月17日～2023年8月17日
研究テーマ：南九州のニホンザル生息地の過去の環境の分析

2022年度　博士・修士学位取得者と論文タイトル

センターニュースメール配信登録のお願い


